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審 査 の 結 果 の 要 旨 
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本 研 究 は 多 く の 未 熟 ・ 幼 若 細 胞 が 含 ま れ る こ と が 知 ら れ

て い る ヒ ト 臍 帯 血 に よ る 再 生 医 療 を 試 み た も の で あ り 、  

ヒ ト 臍 帯 血 由 来 C D 3 4 陽 性 細 胞 注 入 に よ る 心 筋 梗 塞 後 の

心 機 能 改 善 に 関 す る 検 討 を 行 い 、下 記 の 結 果 を 得 て い る 。 

 

１ ．  心 筋 梗 塞 モ デ ル ラ ッ ト に お い て 、 ２ ｘ １ ０ ５ 個 の

ヒ ト 臍 帯 血 由 来 Ｃ Ｄ ３ ４ 陽 性 細 胞 を 含 む 細 胞 浮 遊 液

を 虚 血 領 域 へ 注 入 。心 エ コ ー に よ る 左 室 駆 出 率 は 細 胞

注 入 群 で 有 意 に 高 く 、（ 3 1 ± 2 %  v s  2 4 ± 2 % ,  P < 0 . 0 5 ） 心

拡 大 も 抑 制 さ れ て い た （ 7 . 3 ± 0 . 3  m m  v e r s u s  8 . 5 ± 0 . 4  

m m ,  P < 0 . 0 5 ）。 ま た 、 コ ン ダ ク タ ン ス カ テ ー テ ル に よ

る 測 定 で も 細 胞 注 入 群 の Ｅ ｍ ａ ｘ は 有 意 に 高 い こ と

が 示 さ れ た （ 7 7 8 ± 3 6  m m H g / m l  v s  6 1 0 ± 2 0  m m H g / m l ,  

P < 0 . 0 1 ）。  
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２ ．  組 織 学 的 検 査 で は 、 虚 血 領 域 に お い て 有 意 に 細 胞

注 入 群 の 方 が 毛 細 血 管 密 度 が 高 か っ た 。ま た ヒ ト C D 3 4 ,  

C D 4 5 ,  P E C A M - 1 に 対 す る 抗 体 を 用 い て 免 疫 染 色 で は 、

臍 帯 血 由 来 細 胞 が 確 認 さ れ 、一 部 は 血 管 組 織 に と り こ

ま れ て い た 。  

３ ．  細 胞 数 の 計 測 で は 、C D 3 4 陽 性 、C D 4 5 陽 性 、P E C A M - 1

陽 性 細 胞 は そ れ ぞ れ 当 初 注 入 し た 細 胞 と 比 較 し て ２

２ ０ ％ 、 ３ ３ ０ ％ 、 １ ４ ０ ％ 存 在 し た 。 た だ し 、 こ の

う ち 血 管 に 取 り 込 ま れ て い る と 考 え ら れ る も の は 約

１ ％ で あ っ た 。  

 

以 上 、本 論 文 は ヒ ト 臍 帯 血 由 来 C D３ ４ 陽 性 細 胞 の 注 入 に

よ り 心 筋 梗 塞 に お け る 心 機 能 改 善 の 効 果 が 認 め ら れ る こ

と を 示 し た 。 本 研 究 は 、 ヒ ト 臍 帯 血 由 来 細 胞 に よ る 再 生

医 療 の 新 し い 応 用 範 囲 を 示 し 、 今 後 の 循 環 器 疾 患 の 治 療

に 重 要 な 貢 献 を な す と 考 え ら れ 、 学 位 の 授 与 に 値 す る も

の と 考 え ら れ る 。  


